「あれ、 掊 えもんで すね」 

と 云った。 

「生きて るんだ よ」 

「嘘！」 

「本当 さ、 今に 鳴く から 待つ といで」 

「本当？ 本当に 鳴く かい？ あの 猫 —— 噓だ あい」 

r ハハハ ハハ 馬鹿 だね」 

そんな 問答 をして いるう ちに、 一太 は 残りの 納豆 も 

買って 貰った。 一 太 は 砂埃り を 蹴立てる ような 元気で 

また 電車に 乗り、 家に 帰った。 一太 は 空つ ぼの 竹 籠 を 

横腹へ 押しつけたり、 背中に 廻して かついだ りしつつ、 



「駄目 だよ」 

「なぜ さ —— おととい 玉子 あんだけ 売つ たんじ やない 

か」 

「また そんな ことい う！ こんな 雨が 三日 も 続けば あ 

のお 金で やっと こせ じ やない か」 

一太 は 黙り込んだ。 一太 は 金の ない という 状態の 不 

便 さ をよ く 理解して いた。 金がないと 云われれば 一太 

は 飯 さえ 一 膳 半で 我慢し なければ ならなかった。 —— - 

一 太 はロ淋 さを紛 すため、 舌 を 丸めて 出したり、 引 

こませたり、 下目 を 使って 赤く ぼつち りと 尖った 自分 

の 舌の 先 を 見たり し 始めた。 母親 は、 縫物の 手 を 休め 



「おやまた 何 か 戴い たんです か …… 済みません ねえ」 

そして、 細君に 向って 愛想笑いしつつ、 

「だから 御覧な ね、 外の 方 じ やない からい いような も 

んの、 まるでお ねだり 申した みたい じ やない か」 

と 一 太 を 叱った。 

「あなた もちと お茶で もお あがん なさい よ、 こっちで」 

「ええ、 有難う。 本当に 親父の いる 頃 不自由な くして 

やって た 癖が 抜けない でね。 本当に 困つ ちゃい ます 

よ」 

一 太 は、 楊枝の 先に 一 粒ず つ 黒豆 を 突 さし、 沁み rl 

み 美味 さ 嬉し さ を 味いつつ 食べ 始める。 傍で、 じろ じ 



先刻から、 一 太の 母と 主人と は 大体 こんな 会話 をし 

ていた。 

「私 もそう おっしゃられ ると 一 言 も ございま せんです 

が、 もうこう 堕ちて しまう と、 全く 今々 の 心配に 追わ 

れる ばかりで、 とても 考え を 纏める なんて こと は 出来 

なくなって しま うんです。 さあ、 明日 母子 二人が どう 

して 命 をつな いで 行こうと 思う と、 もう ボ— つ とな つ 

てし まい ま すば かりで ね。 ど う やら こ う やら 皆 さ 

んの御 同情に あずか つ て 過して 来て おります ような 訳 

で …… こんなにして、 御 縁の 浅い 先生のと ころまで 上 

りまして M 子 かまし いのは 承知で ございます」 



「そういう 意味で 云った のじ やない。 結局の こと は 当 

座の 端した 金で はどうに もな らんし、 そう やって 御子 

息 もあって みれば、 何とか 法 をつ けて、 安定な 生活 I 

I 已を得 ずん ば 下女 奉公 か 別荘 番をして なり、 定 つた 

独立の 収入の ある 生活 をして、 一 通りの 教育 を も 与え 

て やん なさらな いと、 後悔の 及ばない ことにな つて は 

いかんと 思う からです」 

「私 も、 それば かりが 心配で ございま してね。 こう 

やって いるう ちに 不良に でも なられたら、 死んだ 親父 

にも 申 訳ない と 思います し。 —— けれども なまじっか 

人並 以上の 暮し をして いた 悲し さで 今更 他人の 台所 を 



親 を 引 張った。 

「あらあら、 おつかち やん、 大きくな つて 来たよ、 こ 

れ」 

「ほら 大きくなる ぞ 大きくなる ぞ」 

小さかった 白い 餅の ような もの は、 もりもり もり も 

リと拡 つて、 箸で やっと 持つ 位 大きく 扁平な 軽 焼に 

なった。 

さま - つま 

「さ、 ちっと 冷して から 食う と美 味い よ。 芳ば しくて 

—— 自分で 焼いて 見なさい」 

一太 は 片手で 焙 りながら、 片手で 軽 焼 を 食った。 と 

て も 甘く、 口に 入る と 溶けそう だ。 
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